
沼津市都市計画部まちづくり政策課交通政策室 江藤知美

沼津市の公共交通の現状と課題

令和元年12月23日
公共交通マーケティング研究会第６回例会沼津場所
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静岡県沼津市 2

約２時間

約１時間

人口 194,918人
（令和元年12月1日現在）



市内の公共交通の現状（鉄道）
 JR東海道本線とJR御殿場線の２つの在来線が走り、沼津駅、片浜駅、原駅、大岡駅の4駅がある
 JR東海道本線は、一日あたり60～70本が運行されており、ピーク時には１時間に5本運行
 JR御殿場線は一日あたり約35本、ピーク時には１時間に3本運行
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鉄道



市内の公共交通の現状（バス）
 伊豆箱根バス、東海バス、富士急シティバスの3社により、101系統の路線バスが運行
 バス路線は、沼津駅を中心に市内の広範囲に整備
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バス路線

沼津駅
片浜駅

原駅
大岡駅



市内の公共交通の現状（タクシー）
 市内のタクシー事業者は個人タクシー組合を含め12社が運行
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福祉：車いす専用車両・寝台車両、UD：ユニバーサルデザインタクシー

出典 静岡県タクシー協会提供



市内の公共交通の利用状況（鉄道）
 鉄道の利用者数は2011年度（平成23年度）まで減少傾向、以降ほぼ横ばい
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出典 沼津市統計資料
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市内の公共交通の利用状況（バス）
 バスの利用者数は2009年度（平成21年度）から約15％減少
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出典 沼津市統計資料
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市内の公共交通の利用状況（タクシー）
 タクシーの利用者数は2012年度（平成24年度）から約15％減少
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出典 静岡県タクシー協会提供
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鉄道、バスの人口カバー率
 鉄道駅から800ｍ、バス停から300ｍ圏域における、人口カバー率は87.7％
 一定の人口を有する大岡や小諏訪地区では交通不便地域が存在
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人口 カバー率
沼津市域

（250mメッシュ）
194,527 -

鉄道駅800ｍ勢圏 36,770 18.9%
バス停300ｍ勢圏 169,287 87.0%
鉄道駅800ｍおよび
バス停300ｍ勢圏

170,609 87.7%



人口減少・少子高齢化

商業施設が自家用車で行きやすい郊外に立地

中心市街地の拠点性は低下傾向
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出典沼津市立地適正化計画から抜粋



今後の地域公共交通のあり方 11

持続可能な
地域公共交通の構築を！

利用者の減少による
交通事業者の

経営悪化

路線バスの
減便、廃止により
運行サービス低下

運転手の高齢化、
担い手不足

人口減少、高齢化



持続可能な地域公共交通の構築に向けて 12

ぬまづの公共交通の課題を
洗い出す！



持続可能な地域公共交通の構築に向けて 13

平成29年度

新たな公共交通の仕組み研究会

•学識者２名（秋山 哲男氏、福本 雅之氏）
を交えた研究会を立ち上げ、本市の課題を
テーマごとに整理。

•委員は学識者、市、コンサル。

平成30年度

新たな公共交通の仕組み研究会

•学識者２名（吉田 樹氏、福本 雅之氏）
に市民、交通事業者、関係行政機関を加
える。

•ワークショップやフィールドワークを
通じて現場の課題が洗い出され、改善へ
の方向性が定まる。

令和元年度

沼津市地域公共交通網形成計画
策定・実行へ

研究会
スタート！

市民、交通事業者、
行政機関を追加！

研究会で洗い出された課題をもとに
沼津市が目指す公共交通の姿を明確化！



持続可能な地域公共交通の構築に向けて 14

利用者目線
事業者目線
行政目線
で

課題を
洗い出し



目指す地域公共交通の姿

ぬまづの公共交通
目指す姿は…
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目指す地域公共交通の姿 16

行きたいまち、住みたいまち。

公共交通の改善により、
選ばれるまちへ



行きたいまち、住みたいまち。 17

強みを活かし
弱みを改善



行きたいまち、住みたいまち。 18

市の中心を走る
東西の鉄道軸

①

沼津駅を起点に
多方面へ広がる

バス路線

②

12社のタクシー
事業者で

市内全域を網羅

③

強み



行きたいまち、住みたいまち。 19

バス事業者３社
の違いによる
わかりにくさ

（乗り場、
案内表示など）

①

各交通モードの
連携不足

②
弱み



行きたいまち、住みたいまち。 20

わかりにくさ
使いにくさ解消

公共交通軸の形成

おでかけの創出



行きたいまち、住みたいまち。 21

わかりにくさ
使いにくさ解消



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 22

沼津駅南口バスターミナル①

富士急バス

東海バス

伊豆箱根バス
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タクシー
乗り場

沼津駅
南口改札
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取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 23

沼津の
売り路線

沼津港

年間１６０万人来港！

乗り場が２つ…

伊豆箱根バス 東海バス



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 24

・事業者ごとに分かれた乗り場

・ターミナルに全路線が

収まっていない



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 25

研究会で
まとめた
乗り場案

●乗り場を行先方面別に再編、
色やナンバリングで

わかりやすい、使いやすい

バスターミナルへ



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 26

沼津駅南口バスターミナル②
統合時刻表

平
日
ダ
イ
ヤ

行先 沼津港・びゅうお方面

６時 40

７ 00 30

８ 00 20 40

９ 00 20プ 40

10 00 20 40

11 00 20 40 50

12 00   20 40 50

13 00 20 40

14 00 20 40

15 00 20 40

16 00 30

17 00 30

18 00 20 40

19 00 30

同方面の２社の時刻表 統 合
整 理



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 27

●乗り場の再編に併せて

同方向のダイヤを整理、

等間隔運行でわかりやすい時刻に



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 28

各社によって乗り方や支払方法が

統一されていない

ターミナルは整理されても…

課 題

後ろ乗り
前降り（２社）

前乗り
前降り（１社）

ICカード
導入は
１社

周知徹底！

できることから



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 29

バス停「市役所前」

駅方面 東部
方面

南部
方面

沼津
市役所



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 30

バス停「市役所前」沼津駅行き



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消消 31

伊豆箱根バスと東海バスの

共同バス停
時刻表の
統一感が
ない…

文字が
見づらい…



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 32

バス停「市役所前」郊外方面行き

同じバス停名なのに別の場所にある…



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 33

バス停「市役所前」

駅方面 東部
方面

南部
方面

東海バス

伊豆箱根
バス２社合同

バス停

共同バス停なのに見づらい時刻表
方面が異なることで２社別々のバス停

沼津市役所



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 34

一方、ひとつ隣のバス停は…

駅方面

東海バス

２社合同
バス停

沼津市役所

同じ場所に
別々の
バス停が
立っている



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 35

●バス停の案内表示やデザインの統一

駅方面

東海バス

２社合同
バス停

沼津市役所

事業者で異なる
バス停デザイン

事業者で異なる
バス乗り場

●バス停の位置や名称の改善

わかりやすい、使いやすいバス停へ



行きたいまち、住みたいまち。 36

公共交通軸の形成
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取り組みテーマ② 公共交通軸の形成 37

都市的居住圏内
（沼津駅から約３㎞圏内）

公共交通の充実
利便性確保

ターミナル再編後

路線の再編、集約
都市機能集積

エリア



取り組みテーマ② 公共交通軸の形成 38

●方面別の路線に再編、集約

研究会で
まとめた
方面別
路線案



取り組みテーマ① わかりにくさ使いにくさ解消 39

【再掲】沼津駅南口バスターミナル②
統合時刻表

平
日
ダ
イ
ヤ

行先 沼津港・びゅうお方面

６時 40

７ 00 30

８ 00 20 40

９ 00 20プ 40

10 00 20 40

11 00 20 40 50

12 00   20 40 50

13 00 20 40

14 00 20 40

15 00 20 40

16 00 30

17 00 30

18 00 20 40

19 00 30

同方面の２社の時刻表 統 合
整 理



取り組みテーマ② 公共交通軸の形成 40

●わかりやすく利用しやすい
幹線的な路線【公共交通軸】が明確に

より質の高い路線を目指す



取り組みテーマ② 公共交通軸の形成 41

鉄道との接続 終電

既にバスは終了…

終電の沼津駅到着時刻
三島方面から２３時３７分
静岡方面から２３時４０分

終バスの最終発車時刻
２１時５０分（大平車庫行き）

軸における運行時間帯の拡大



取り組みテーマ② 公共交通軸の形成 42

●深夜バスや

深夜乗合タクシーで

終電でも

安心・便利に帰宅

出典：八戸公共交通ポータルサイト



行きたいまち、住みたいまち。 43

おでかけの創出



取り組みテーマ③ おでかけの創出 44

イラスト図で見やすいようだけど…

バス停や目的地の場所
が読み取れない

３社の路線色が印象に残るけど…

目的地へ行く路線を
追えない

路線図ではあるけど…

情報が路線しか載って
いない

公共交通マップ



取り組みテーマ③ おでかけの創出 45

●市民や観光客、誰にとっても
わかりやすく機能的なマップ

地形図に路線を
落とし込み、
主要施設を
ポイント掲載

方面別に路線を
整理、分岐や終点
などには系統番号
を記載

おでかけに便利な公共交通に関する情報を（自転車を含め）
多数掲載



取り組みテーマ③ おでかけの創出 46

３社共通乗車券の充実

出典

東海バスホームページ

出典

沼津市ホームページ

浸透していない…



取り組みテーマ③ おでかけの創出 47

●飲食店や人気スポットとのコラボなど
利用したくなるメニューに

出典：八戸公共交通ポータルサイト



取り組みテーマ③ おでかけの創出 48

タクシーの取り組み

●多様なニーズに対応、

住む人も来る人も沼津を楽しむ

▼移住希望者に対し市担当者が
タクシーで市内を案内
【ぬまづ暮らし】

◀タクシー運転手がコンシェルジュとして
バーやカクテルを案内
【沼津 ＢＡＲ ＴＡＸＩ】



取り組みテーマ③ おでかけの創出 49

平成30年度ＥＶバス試験運行

日数
（日）

総人数
（人）

平均
（人）

平日 17 1,642 6.9

土日
祝日 11 1,347 7.3

総合計 28 2,989 7.1

駅-港間の

既存路線を走る
２社の

共同運行！

令和２年１月に県と連携した

ＥＶバス自動運転の社会実験、

３月には伊豆箱根バスが

ＥＶバスを路線バスとして導入予定！

沼津駅-沼津港の連携
●新たなモビリティツールの活用で

駅⇔港相互のにぎわい波及



取り組みテーマ③ おでかけの創出 50



51

ご清聴ありがとうございました

行きたいまち、
住みたいまち。
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